
 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                              

  

 

 

 

 

 

 

◆令和７年度 学年の人数・学年目標◆ 
 
 
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 

Team  Takayanishi   Let's  try！ 
 

 令和７年４月 

東広島市立高屋西小学校 
Team Takayanishi 

〒739-2125 
東広島市高屋町中島 582 番地 
電話:082-434-0003   FAX:082-434-0030 
e-mail: takayanishi-sho@city. 

higashihiroshima.hiroshima.jp 

桜の花満開の中で、今年度は児童 655名、教職員 47名で始業式・

入学式を迎えることができました。入学式前日には、6年生が登校し

て式の準備を行ってくれました。担当の先生の話を聞き、体育館のシ

ート敷いたり、椅子を並べたり、また、1年生教室の準備や玄関の掃

除を進んで行ったりしていました。気持ちの良い挨拶をしている 6

年生の姿からは、本学校区の温かさが伝わってきました。 

4月の学校は、活気にあふれ、子供たち一人一人、やる気に満ちて

います。今年一年をどのような一年にしたいかを真剣に考えている姿

を大切にしながら、保護者や地域の皆様と絆を結び、何より子どもた

ちとの人間関係を紡いでいきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

校内に「相談窓口」を設置しています。相談を希望される場合には、教頭までご連絡ください。 

 

 

 

連絡先：高屋西小学校 082(434)0003 

児童数 教職員数 

学年 人数 人数 

第 1 学年 ８９名 

４７名 

第 2 学年 １０６名 

第 3 学年 １０１名 

第 4 学年 １２０名 

第 5 学年 １１２名 

第 6 学年 １２７名 

計 ６５５名 

よろしくお願いします 

 

 

 

 

ミッション：学校力（組織力・教師力・環境力）を高め、グローバル社会で活躍

するために必要な資質・能力の育成を目指した教育活動を推進し、

次代を担う「人づくり」を行う。 

学校教育目標 「より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる～新たな 未来へ～」 

   Team  Takayanishi  Let’s try！ 

 4月 8日、89名のかわいらしい一年生が入学してきました。 

在校生を代表して 6年生が式に参加し、これからの楽しい学校生活 

について優しく教えてくれました。 

 9日朝から登校班で登校した１年生。優しい登校班長さんと一緒 

に元気よく挨拶をして登校することができました。登校後も、教室 

での朝の片づけを多くの 6年生が手伝ってくれていました。11日 

の初めての給食の日にも、6年生が配膳のために 1年生の教室に来 

てくれました。6年生の優しい声掛けの姿からは、高屋西小学校で 

の伝統が脈々と引き継がれていると感じました。 

 明るく笑顔いっぱいの 

学年・学級づくりを。 

ほっとたいむ 
 入学式の準備で体育館の掃除をしてくれ

ていた 6年生。ゴミ箱がいっぱいになっ

ている様子に気づき、一生懸命片づけをし

てくれました。終了時刻が近づいているこ

とに気づき、ごみ捨てを心配し「よろしく

お願いします。ありがとうございます。」

と気持ちのよい言葉をかけてくれました。

思わず笑顔に…のほっとした時間でした。 

ほっとな 

元気いっぱいの子供たちが日々

できるようになったことを増や

し、１年後に中学年に向けて自信

をもって進級してほしい。 

 自分の得意なことをもっと伸ば

していこう！新しいことにたくさ

んトライしていこう！みんなでみ

んなを支え合っていこう！ 

 

これまでの努力と培ってき

た力を「誰かのために役立て

る」「自分のために役立てる」
「友達と協力しながら役立て

る」ことのできる４年生に。 

学校を動かす動力、みんなで

円陣を組んで協力し、自主性と

行動力を発揮し、「縁の下の力

持ち」として学校を支え、リー

ダーとして活躍してほしい。 

 目標に向かって努力し、

お互いに称え合うような姿

を目指してほしい。 

お互いが認め合える関係を

築き、子供たち一人ひとりが

さらに輝くように。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 


